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農
業
・
酪
農
・
食
料

北
海
道
酪
農
の
危
機
と
再
構
築
へ
の
課
題

　
　
―
数
字
が
示
す
持
続
可
能
性
の
限
界
―

前
北
海
道
議
会
議
員　

北
口 

雄
幸

　

北
海
道
酪
農
は
日
本
の
生
乳
生
産
量

の
約
55
％
を
担
い
、
国
の
食
料
安
全
保

障
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
あ
る
。
し
か

し
近
年
、
そ
の
持
続
可
能
性
が
急
速
に

揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。
現
場
の
声
と
統
計

を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
課
題
は
一
時

的
な
経
営
不
振
で
は
な
く
、
構
造
的
危

機
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
る
。

「
戸
数
減
少
」

　

第
一
に
、
酪
農
家
戸
数
の
急
減
で
あ

る
。
北
海
道
の
酪
農
家
は
１
９
９
５
年

に
約
１
万
戸
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年

に
は
約
５
８
０
０
戸
へ
と
約
30
年
で
４

割
以
上
減
少
し
た
。
特
に
近
年
の
減
少

幅
は
大
き
く
、
22
年
だ
け
で
約
２
０
０

戸
が
離
農
し
た
。
戸
数
の
減
少
は
単
な

る
「
数
の
問
題
」
で
は
な
い
。
地
域
の

集
乳
体
制
や
加
工
工
場
の
維
持
に
必
要

な
最
低
規
模
を
下
回
れ
ば
、
地
域
全
体

の
酪
農
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。実
際
、

集
乳
ル
ー
ト
の
再
編
や
廃
止
が
進
み
、

残
る
農
家
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
悪
循

環
が
生
じ
て
い
る
。

「
労
働
力
不
足
」

　

第
二
に
、
労
働
力
確
保
の
困
難
さ
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
酪
農
は
３
６
５
日

休
み
が
な
く
、
１
戸
あ
た
り
の
年
間
労

働
時
間
は
平
均
３
０
０
０
時
間
を
超
え

る
と
さ
れ
る
。
後
継
者
不
足
に
よ
り
家

族
労
働
力
は
減
少
し
、
外
部
雇
用
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
北
海
道
の
農
業

分
野
の
有
効
求
人
倍
率
は
３
倍
前
後
と

高
く
、
人
材
確
保
は
極
め
て
難
し
い
。

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
も
進
む
が
、
生

活
環
境
や
制
度
面
の
課
題
が
残
り
、
安

定
的
な
労
働
力
と
は
言
い
難
い
。
結
果

と
し
て
、経
営
者
自
身
の
負
担
が
増
し
、

離
農
の
決
断
を
早
め
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

「
価
格
下
落
」

　

第
三
に
、
消
費
税
減
税
議
論
の
影
響

で
あ
る
。
仮
に
消
費
税
が
現
行
８
％
か

ら
１
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
乳

製
品
価
格
の
低
下
が
生
乳
取
引
価
格

に
波
及
す
る
可
能
性
が
高
い
。
生
乳

の
販
売
額
は
北
海
道
全
体
で
年
間
約

３
０
０
０
億
円
規
模
で
あ
り
、
仮
に
価

格
が
２
〜
３
％
下
落
す
れ
ば
、
年
間
60

〜
90
億
円
の
収
入
減
と
な
る
。
コ
ス
ト

高
騰
に
苦
し
む
現
状
で
は
、
わ
ず
か
な

価
格
変
動
で
も
経
営
に
致
命
的
な
影
響

を
及
ぼ
す
。

「
コ
ス
ト
高
騰
」

　

第
四
に
、
円
安
に
よ
る
輸
入
飼
料
・

資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
が
経
営
を

直
撃
し
て
い
る
。
北
海
道
酪
農
は
濃

厚
飼
料
の
約
８
割
を
輸
入
に
依
存
し
て

お
り
、
円
安
と
国
際
相
場
高
騰
が
重
な

り
、配
合
飼
料
価
格
は
20
年
比
で
約
１
・

４
倍
に
上
昇
し
た
。
電
気
料
金
も
21
年

比
で
約
30
〜
40
％
増
と
な
り
、
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
や
大
型
機
械
を
多
用
す
る
北
海

道
型
酪
農
で
は
負
担
が
大
き
い
。
燃
料

費
や
資
材
費
も
上
昇
し
、
農
家
の
手
取

り
は
18
年
か
ら
大
幅
に
減
少
し
た
。
22

年
に
は
、
酪
農
家
の
約
２
割
が
可
処
分

所
得
マ
イ
ナ
ス
に
陥
っ
た
と
さ
れ
、
経

営
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化
が
進
ん
で
い
る
。

「
投
資
負
担
」

　

第
五
に
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の

返
済
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。
生
産
性
向
上
を
目
的
に
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
や
牛
舎
整
備
を
進
め
た
農
家
は

多
い
が
、
投
資
額
は
１
戸
あ
た
り
数

千
万
円
か
ら
数
億
円
に
及
ぶ
。
金
利
上

昇
局
面
も
重
な
り
、
返
済
負
担
は
増
大

し
て
い
る
。
乳
価
が
上
が
ら
ず
、
飼
料

価
格
が
高
止
ま
り
す
る
中
で
、
毎
月
の

返
済
が
経
営
を
圧
迫
し
、
資
金
繰
り
に

窮
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
。
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規
模
拡
大
を
進
め
た
農
家
ほ
ど
負
担

が
重
く
な
る
と
い
う
逆
説
的
状
況
が
生

ま
れ
て
お
り
、
国
が
進
め
て
き
た
「
規

模
拡
大
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
あ
り
き
」
の
政

策
の
歪ゆ

が

み
が
、
い
ま
一
気
に
噴
き
出
し

て
い
る
。

「
副
産
物
収
入
の
減
少
」

　

第
六
に
、
副
産
物
で
あ
る
初
妊
牛

（
お
産
を
控
え
た
未
経
産
牛
）
や
子
牛

の
価
格
下
落
が
収
益
を
直
撃
し
て
い

る
。
数
年
前
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
１
頭

１
０
０
万
円
前
後
で
取
引
さ
れ
て
い
た

初
妊
牛
が
現
在
で
は
約
50
万
円
と
半
減

し
た
。
酪
農
経
営
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

販
売
は
重
要
な
収
入
源
で
あ
り
、
そ
の

減
少
は
経
営
全
体
の
収
益
悪
化
に
つ
な

が
る
。
飼
料
高
騰
と
相
ま
っ
て
、
牛
１

頭
あ
た
り
の
利
益
は
大
き
く
縮
小
し
、

経
営
の
余
力
を
奪
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、北
海
道
酪
農
は「
戸

数
減
少
」「
労
働
力
不
足
」「
価
格
下

落
」「
コ
ス
ト
高
騰
」「
投
資
負
担
」「
副

産
物
収
入
の
減
少
」
と
い
う
複
合
的
な

圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

個
々
の
農
家
の
努
力
や
経
営
改
善
で
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
構
造
的
課
題
で
あ

り
、
地
域
の
酪
農
基
盤
そ
の
も
の
が
揺

ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。
も
し
こ
の
流
れ
が
止

ま
ら
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
食
卓
に
当

た
り
前
の
よ
う
に
並
ん
で
き
た
牛
乳
や

乳
製
品
を
、
国
内
で
安
定
的
に
生
産
で

き
な
く
な
る
日
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
栄

養
源
を
海
外
に
依
存
す
る
と
い
う
事
態

は
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
看

過
で
き
な
い
。

持
続
可
能
な
生
産
体
制
を 

社
会
全
体
で
支
え
る

　

今
求
め
ら
れ
る
の
は
、
単
な
る
補
助

金
や
緊
急
対
策
の
積
み
重
ね
で
は
な

く
、
北
海
道
酪
農
の
持
続
可
能
性
を
根

本
か
ら
再
設
計
す
る
政
策
的
視
点
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
ご
と
の
飼
料

自
給
率
向
上
、
堆
肥
処
理
や
環
境
対
策

の
共
同
化
、
労
働
力
確
保
の
た
め
の
生

活
環
境
整
備
、
過
度
な
投
資
負
担
を
平

準
化
す
る
金
融
支
援
、
需
給
調
整
の
透

明
性
向
上
な
ど
、
構
造
改
革
に
踏
み
込

ん
だ
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
酪

農
家
だ
け
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
行
政
・
業
界
・
消
費
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
し
、
持

続
可
能
な
生
産
体
制
を
社
会
全
体
で
支

え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
小
規
模
・

家
族
経
営
の
酪
農
を
ど
う
支
え
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
る
。
北
海
道
酪
農
の
基

盤
を
つ
く
っ
て
き
た
の
は
、
地
域
に
根
ざ

し
、
土
地
と
気
候
を
熟
知
し
た
家
族
経

営
の
営
み
で
あ
り
、
そ
の
持
続
こ
そ
が

国
の
食
料
安
全
保
障
の
土
台
と
な
る
。

　

し
か
し
家
族
経
営
の
意
義
は
、
生
乳

を
生
産
す
る
〝
経
済
主
体
〟
と
し
て
の

役
割
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
北
海
道
の
農

村
で
は
、
家
族
経
営
の
酪
農
家
が
消
防

団
、
自
治
会
、
学
校
行
事
、
祭
り
、
環

境
保
全
活
動
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
支
え
て
き

た
。
離
農
が
進
め
ば
、
地
域
の
行
事
や

自
治
組
織
そ
の
も
の
が
維
持
で
き
な
く

な
る
。

　

家
族
経
営
の
減
少
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
衰
退
そ
の
も
の
に
つ
な
が
る
。

　

し
た
が
っ
て
家
族
経
営
を
支
え
る
政

策
は
、
農
政
で
あ
る
と
同
時
に
地
域
政

策
で
も
あ
る
。
自
給
飼
料
の
確
保
、
草

地
更
新
や
共
同
利
用
組
織
の
整
備
、
生

活
条
件
の
改
善
、
住
宅
支
援
、
保
育
・

教
育
環
境
の
充
実
、
地
域
医
療
の
確
保

な
ど
、
農
村
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
家
族
経
営
を
支
え
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

制
度
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
（
飼
料
共
同

調
製
施
設
）
な
ど
、
地
域
の
共
同
作
業

体
制
を
維
持
・
強
化
す
る
支
援
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
単
に
労
働
負
担
を
軽
減
す
る

仕
組
み
で
は
な
く
、
家
族
経
営
が
地
域

に
根
づ
き
、
持
続
的
に
営
ま
れ
る
た
め

の
〝
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
〟
で
あ
る
。
ヘ

ル
パ
ー
の
確
保
・
処
遇
改
善
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
の
更
新
投
資
や
運
営
支
援
な

ど
、
共
同
体
と
し
て
酪
農
を
支
え
る
仕

組
み
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
、

家
族
経
営
の
継
続
に
直
結
す
る
。

　

酪
農
家
が
安
心
し
て
次
世
代
に
バ
ト

ン
を
渡
せ
る
条
件
を
整
え
る
こ
と
こ

そ
、
持
続
可
能
な
酪
農
再
構
築
の
核
心

で
あ
る
。

　

国
は
、
こ
の
酪
農
危
機
の
深
刻
さ
を

直
視
し
、
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
北
海
道
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

日
本
の
食
料
主
権
と
未
来
世
代
の
健
全

な
成
長
を
守
る
た
め
の
、
ま
さ
に
国
家

的
責
務
で
あ
る
。
北
海
道
酪
農
の
再
構

築
と
は
、
単
に
生
産
体
制
を
立
て
直
す

こ
と
で
は
な
い
。
地
域
社
会
を
守
り
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
食
卓
を
守
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
責
任
を
、
い
ま
私
た

ち
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


